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多摩同胞会のホームページでは、
ブログを毎日更新しています。
https://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい！

◆ 社会福祉法人を考える４

◆ 私の施設の自慢の職員

◆ 施設だより
　　「ピカピカの○○」
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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター

泉苑ケアセンター
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑

高齢者在宅サービスセンター
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・かんだ連雀高齢者
　　　　　　　在宅サービスセンター
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・子ども家庭支援センターしらとり
・母子生活支援施設白鳥寮
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・府中市子ども家庭支援センターたっち

竣工した建物の前で職員が集合写真を撮りました（きずな）



編集：事務局　青木志乃

事　業 平成元（1989）年 平成 11（1999）年 平成 12（2000）年 平成 30（2018）年

在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅

年 間 実 績 年 間 実 績 年 間 実 績 年間利用実績

相　談
・痴呆性高齢者介護相談 ・在宅介護支援センター（老人福祉法） 延� 2,550 名 ・在宅介護支援センター（老人福祉法） 延� 6,488 件 ・地域包括介護支援センター （介護保険法） 延　8,168 件
市役所相談室に出向　週 1回　看護師又は社会福祉士 （府中市第 5エリア担当） ・居宅介護支援センター（新設・介護保険法） ・居宅介護支援センター（介護保険法） 1,137 件

訪　問

①高齢者ホームヘルプ（365日）（24時間） 延� 5,492 名 ①訪問介護（HH）（介護保険） 延� 3,328 名 ①訪問食事（法人事業） 延　6,038 食
②訪問食事 延� 5,350 名 ②生活支援HH 延� 187 名

③障害者HH
④訪問食事

通　所

①基本事業（含む家族介護者教室） 延� 2,951 名 ①基本事業（含む家族介護者教室） 延� 5,755 名 ①通所介護 延� 3,328 名 ①通所介護 延　6,934 名
②機能訓練 延� 1,803 名 ②機能訓練 延� 2,957 名 ②痴呆性通所介護（併設） 延　187 名 ②認知症対応型通所介護 延　625 名
③入浴サービス 延� 697 名 ③痴呆性高齢者デイホーム 延� 2,707 名 ③生きがいデイ（市委託） 延 　85 名 ③予防通所介護 延　482 名

④入浴サービス（巡回入浴サービス含） 延� 1,928 名 ④機能訓練（市委託） 延　  271 名 ④介護予防推進事業（市委託・地域包括受託） 延　3,712 名
⑤入浴サービス（市委託） 延　663 名 ⑤地域デイ 延　333 名

滞　在
①東京都痴呆性高齢者ショートステイ（2床） 延� 485 名 ①痴呆性高齢者ショートステイ（5床） 延� 1,665 名 ①短期入所生活介護 延　4,069 名 ①短期入所生活介護 延　4,550 名
②府中市痴呆性高齢者ショートステイ（1床） 延� 344 名 ②ショートステイ（15 床） 延� 344 名 ②福祉ショートステイ（市委託） 延　737 名
③ショートステイ（一般）（4床） 延� 1,164 名 ※①②ともに都＋市 ③自立ショートステイ（市委託） 延　 2 6 名

府中市の
在　 宅
サービス
の変化

1975（昭和 50）年～ 1992（平成 4）年の 17 年間、泉苑は府
中市の唯一の特養として、1976 年にショートステイ、入浴サー
ビスを開始し、1980 年にはデイサービス事業を本格的に開始
し、府中市全域を対象とした。

1990（平成 2）年：府中市は高齢者地域福祉計画を策定し、
市内全体を 6つの福祉圏域に分け、特養・在宅サービスセン
ター、支援センターを計画的に整備することとした。

府中市高齢福祉圏域による担当がそれぞれに定着し、
泉苑は第 5エリア担当として密度の濃いサービス提供
が可能となった。府中市の在宅サービスの充実期とい
える。
ショートステイの受付は市役所で行われていた。

充実期にあった府中市の高齢者在宅サービスは、介護保険制度に
よるレベルダウンを避けるため市独自の施策により、保険制度か
らもれる福祉的サービスを提供した。
（介護保険課と高齢者福祉課が両輪となってスタートする。その
後、高齢者福祉課は高齢者支援課となる）

市の施策は包括支援センターを中心に、介護予防、健康増進、認
知症予防に移行する。　認知症の方を対象とする事業や小規模通
所介護等は、地域密着型事業として市の管轄になる（届出・認可・
検査・指導等）。

施
　
　
　
設

入　所

・特別養護老人ホーム（定員：110 名） ・特別養護老人ホーム（定員：110 名） ・特別養護老人ホーム（定員：110 名） ・特別養護老人ホーム（定員：110 名）
月初在籍人数×措置費（月額単価）
本人・家族それぞれの収入に応じた費用徴収制度があった。
応能負担（0円～全額）

月初在籍人数×措置費（月額単価）
入所判定委員会（市）
介護が必要なうえで、家族、所得、住居等総合的に判
断し措置決定する。申請時に入所をしたい施設を希望
することができた。

（介護老人福祉施設）
毎日在籍人数×保険給付（介護度別日額単価）
要介護 1以上申込可能・直接申込
入所判定委員会（施設）（東京都が示したルールにより介護度が
高い、年齢が高い等をポイント化し優先順位決める）
一割負担・居住費・食材実費（軽減あり）

（介護老人福祉施設）
毎日在籍人数×保険給付（介護度別日額単価＋加算）
要介護 3以上入所可能
要介護１、2の申込者は特定入所者として市が認めた場合に限り
入所可能
一部二割負担・居住費・食費負担（低所得に軽減制度あり）

付
　
　
　
　
記

参画
連携
・法人
・家族
・地域
・府中市

・家族会
・施設運営協議会（年 4回）
　�（メンバー：民生委員・ボランティア代表・家族代表・自治
会・老人クラブ代表等）

・�府中市地域老人福祉連絡会（泉苑ケアセンター主催）（11 団
体参加で年 4回開催）

※�府中市地域老人福祉連絡会は、在宅で一週間に入浴サービ
スとヘルパーの入浴介助があり、翌週はサービスなく入浴
できないご利用者の存在を知り、提供する側の情報交流・
調整が不可欠なことから、1987 年に第 1回の会合を開催し
た。1992 年 6 月府中市高齢者サービス調整チームとして発
展的に引き継がれた。

・�平成 9年 12 月に成立した介護保険法と老人福祉法の
違いについてご利用者、家族、一般市民向けの説明会
の開催。
・�創設される要介護度、認定、給付サービスの上限、ケ
アプラン、ケアマネジャーの説明。
・�介護保険証をもって、介護認定申請をし、要介護度の
決定を受け、ケアマネジャーを決め（契約）、ケアプ
ラン同意、サービス提供事業所と契約、サービス利用
という一連の手続きを説明。

・�各サービスごとに福祉の現状と介護保険移行時の課題について、
市との意見交換会。
・市民向け介護保険制度説明会の開催
・�2000 年 3 月 30 日　府中市介護サービス事業者協議会発足
　市内でサービスを提供する 100 余りの事業所が参加。三部会で
構成（Ａ：居宅介護支援部会、Ｂ：居宅介護サービス部会、Ｃ：
施設介護サービス部会　Ａのみ現在も存続している）

・家族会、運営協議会は継続
・評議員会　…　各施設の運営協議会より選任を継続
・家族支援情報交換会（年 2回）の開催
　�（法人主催。地域包括支援センターと子育て支援センターを中
心に関係機関・市各担当課・民生児童委員・社協等の参加）

・安心シニア塾（基礎講座・専門講座・特別講座）
・学習支援活動（NPO法人主催）に会場提供（泉苑）
・いずみ食堂常設（昼食）
・むさこいまつり（しらとりと合同主催・納涼祭）

特記
事項

・�大きく変化する高齢者サービスを利用する家族、高齢
者の混乱を緩和するための取組と福祉サービスのレ
ベル低下を防ぐための取組。

・�法人内外ともに新たな制度の理解を深めるとともに、新設のサー
ビス事業の情報交換、相互理解に取り組んだ（混乱のなかで横
の連携に努める）。

・�法人や施設経営に家族、地域の参画をさらに拡充するとともに、
地域で支援を必要とする人々が安心して生活するために家族支
援をテーマに法人ができることを模索し、実践する。

※用語は当時のまま ：税による事業 ：保険による事業

理事長　鈴 木　恂 子－平成３０年間の変化－　〔ご利用者と地域編〕
社会福祉法人 を考える　４

　2019 年度は年号が平成から令和に移りました。平成の 30 年間（1989 ～ 2019）は、日本の高齢者福祉の大きな転換期になりました。
この機に 30 年間の振り返りを行いました。1回目（第 110 号）社会や制度の変化、2回目（第 111 号）制度改正に伴う財源の変化、
3回目（第 112 号）職員の働き方の変化を泉苑を例にまとめ、最終回の今号も泉苑を例に利用者サービスの変化や地域等との関係を
たどりました。4回分併せてご覧いただければ幸いです。
　2000 年を境に、税を財源として提供されていた国、都、自治体による在宅サービスは、新たに創設された保険財源と利用者負担に
よる事業になりました。

　「福祉」という言葉があいまいになって、保険制度のもと国・東京都・自治体の関与は指導監督に重きがおかれ、利用者個人と事
業者との自己責任の制度に集約されていきました。数年後から、高齢者の孤立や貧困、軽犯罪等の問題も顕在化しました。その結果、
制度のはざまにある人々に対して、社会福祉法人に地域公益活動が義務付けられました（平成 29 年度社会福祉法一部改正）。公の責
任が明示されてはじめて誰もが安心して生活できる社会につながりますが、平成の 30 年間の変化は市場のなかで自己責任の下、そ
れぞれが漂流しているようです。社会福祉法人が責務として果たせる地域公益活動は地域的で限定的です。
新たな年号の下では真に支援が必要な人々が安心して、生活できる社会を再構築していきたいものです。
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わたしの施設の自慢の職員わたしの施設の自慢の職員わたしの施設の自慢の職員わたしの施設の自慢の職員
　多摩同胞会には正職員や非常勤職員等併せて 700 人を超える職員が在籍しています。
多くの専門職や多様な人材が、様々な情報を共有し、そして連携しチームで地域やご利用者の生活を支援し、
施設の運営を支えています。
　また、業務をより豊かにする隠れた特技をもつ職員が各施設にいます。第１回はそんな各施設の自慢の職員
をご紹介いたします。

　ハロウィンといえば仮装が楽しみの一つ。今年度も可愛いオ
バケやプリンセスなどがいる中で、一際目立っていたのが、ア
ニメのキャラクターに仮装した吉田智咲さんです。
　白塗りのお顔は誰かわからず、インパクトが大きくて、特に
小さいお友達は驚きを隠せませんでした。
　吉田さんの仮装センスと何事にも全力で楽しむ精神が、行事
の盛り上げに一役買っていました。可愛いウサギさんと得意顔
の一枚です。

（母子支援員　齋藤絵里）

吉田さんよりひと言
　楽しいことはまず大人がとことん楽しみ、全力でふざける！
そんな姿を率先して見せていく事で子ども達にも楽しい経験を
たくさん積んでほしいと願って
います。
　プライベートでも衣装作りが
好きな私は、いつも以上に気合
いが入ってしまうのでした。

　西島さんのピアノ伴奏はひろばのスポットタイムには欠かせ
ません。
　生演奏だからこそ、参加者の様子によって同じ曲を「もう一
回！」と繰り返すこともできます。西島さんがその場で演奏が
できないときのために、音程やリズムを変えて事前に録音して
ある伴奏の曲数は、延べ 1,000 曲を超えました。
　利用者のみなさんが楽しみにしているスポットタイムは、西
島さんのピアノの音に支えられています。

（地域支援ワーカー　田澤夢紬）

西島さんよりひと言
　ひろばのスポットタイムでピアノを弾いたり、伴奏の録音を
したりしています。
　幼稚園勤務のときは、楽譜通りに弾いて子ども達と歌ってい
ましたが、今は場面に合わせて、曲をアレンジしたり音程を変
えたりしています。
　お子さん達が季節の歌やふれ
あい遊びなどで楽しく過ごして
いるのを見ると、お手伝いでき
てよかったと感じます。また、
ピアノを覗き込むお子さんがい
たり、「生の音、よいですね」
と声をかけられたりするのも嬉
しく思うひとときです。

　まず、最初に謙虚で丁寧というのが、奈尾さんの誰もが感じる
印象です。その上さらに博識でお話上手。笑顔の素敵なスーパー
ウーマンです。内から滲み出る優しさと見た目から感じる朗らか
さ。これだけでも介護職は天職だと感じさせるほどです。
　更に、特技も素晴らしいものをお持ちで、編み物や裁縫は大の
得意とのこと。今後活動としても取り入れていくことを計画中で
す。とても丁寧で分かりやすい教え方で人気活動間違いなし。一
緒に働けていることをとても誇りに思います。

（介護員　斗光泰樹）

奈尾さんよりひと言
　私はいつも鞄に編針と毛糸を携えているほど編み物が大好き
で、最近上司からの助言で活動に編み物を取り入れることにしま
した。
　全員で楽しめる活動ではありません
が、ご利用者が慣れ親しんできた生活の
一部の作業を想い出すきっかけになって
いると感じています。
　「昔は編んだものをほどいて、また編
みなおして着ていたのよ」
物を大切にする心を大好きな編み物と、
ご利用者を通して学べる嬉しいひと時で
す。

　子ども達の給食やおやつを作って提供するだけではなく、学
童や保育の職員と食事をしている子どもたちの様子を共有し、
子ども達の様子をみて偏食の子や食がすすまない子に声をかけ
たりしています。子ども達は姿を見かけると「門倉先生、今日
のおやつ何？」と声をかけ毎日楽しみにしています。

（母子支援員　高橋風子）

門倉さんよりひと言
　なるべく旬の食材を使った献立をたて、子どもたちに旬のも
のを味わって食べてもらうよう
に心がけています。保育児には
年齢にあった形態の食事を提供
し、学童のおやつでは食べてい
る様子を見たり子どもたちのリ
クエストを聞いて美味しくたく
さん食べてもらうよう試行錯誤
しています。

　もともと受付のウｪルカムボードは、来苑者の方にお知らせを
する為に置かれていましたが、木村さんのイラストのお陰で華
やかになり「可愛いですね」「毎月楽しみにしているのよ」「季
節が良くわかるわ」等、ご来苑者の皆様からも大好評です。

（相談員　吉田浩子）

木村さんよりひと言
　今年で 2年目に突入した干支シリーズ。猪の「イノ子」に続き、
今年はチュー太郎一家が登場します。
ちなみにメッセージは包括支援セン
ター職員の吉田さんが書いています。
二人で何となく始めた季節毎のウェル
カムボードですが、なんだか楽しくなっ
てやめられなくなっちゃいました。小
さな試みですが、皆様の心に少しでも
「ほっこり」が届けられたらと、願って
います。あさひ苑にお越しの際には
ちょっとだけ目を止めて下さいね。　
　

　人柄の良さがお顔からも分かるように、ご利用者につねに優し
く話しかけて接しており、実際の介助もとても丁寧です。ご利用
者からも、部署や男女を問わずとても人気があります。ご利用者
の中には指名される方もいらっしゃいます。かんだ連雀の貴重な
スーパー職員です！！

（介護員　鈴木貴史）

高橋さんよりひと言
　入浴業務にあたってはご利用者がケガをすることのない様に心
掛けています。移乗介助時に車
イスのブレーキがしっかりか
かっている事や患側の巻きこみ
の注意など、基本的なことです
が常に意識しています。

・職員がふだん気付かない事に率先して手を掛けてくださいま
す。利用者の通院支援で何時間も車を運転され、嫌な顔一つ見
せずに最後まで対応してくれます。　　　　　　　（ホームより）

・正面玄関の縁石破損個所の補修工事を行い、ご利用者が安心し
て歩くことが出来ました。
こまめに車両の掃除や定期的に車内消毒も行ってくれます。

（デイサービスより）

・粗大ゴミの解体、施設外周の掃き掃除や苑内の植木の手入れも
してくれます。棚や棒・ネットなどを設置し、物品整理等もし
てくれました。施設全体がきれいになり、気持ち良く使い易く
なりました（事務所より）

・職員駐車場の草刈りを行ってくれ、安心して駐車が出来ます。
（自動車通勤の職員より）

岸さんよりひと言
　以前、親が多摩同胞会で大変お世話に
なり、定年退職後は恩返しがしたいと考
えていました。
ご縁あり、泉苑にて再就職出来ました。
自分としては、当たり前のことをやって
いるだけです。

　経験が長い職員が多い養護老人ホームの中でも特に様々な業
務に携わってきた方で私から見たらまさしく“ 大先輩 ”なので
すが、気さくな人柄で、緊張感を和らげてくれる存在です。
そしていつも元気！！農園での作業や、作品作りなどご利用者
と一緒にされている姿が信愛寮ではしっかりおなじみで、ご利
用者の人気者です。
　モットーは「仕事は楽しく」。それを日々、体現されています。

（支援員　佐藤晶彦）

岸さんよりひと言
　ご利用者の楽しみとして、毎月手作りの作品を展示していま
す。
　また、花壇に季節の草花を植えたり、農園で野菜を作り一緒
に収穫を行い、簡単な調理をして、おやつとして提供すること
もあります。
　「農園だより」として苗の生育状況などを写真に撮り、コメン
トをつけ壁に貼り出し、外部
の方々にも好評を得ています。

吉田　智咲さん
（児童指導員）

奈尾　友紀子さん
（介護職員）

西島　明子さん
（交流ひろばスタッフ）

門倉　真澄さん
（栄養士）

木村　友喜子さん
（包括支援センター非常勤職員）

岸　利宗さん
（非常勤職員）

高橋　栄さん
（入浴介助非常勤職員）

岸　ヨシ子さん
（養護老人ホーム支援員）

　多摩同胞会の自慢の職員
2019 年は下記の表彰を受けました。
6 月28日　自衛消防訓練審査会優勝（泉苑・しらとり隊）、　　　　準優勝（あさひ苑隊）
10 月 2 日　東京都社会福祉協議会地域公益活動推進協議会
　　　　　社会福祉法人の地域における公益的取組実践報告会　　最優秀事例特別賞（緑苑）

岸　ヨシ子さん
（養護老人ホーム支援員）

緑 苑の自慢の職員緑 苑の自慢の職員高橋　栄さん
（入浴介助非常勤職員）

かんだ
連雀の自慢の職員かんだ
連雀の自慢の職員

門倉　真澄さん
（栄養士）

きずなの自慢の職員きずなの自慢の職員

吉田　智咲さん
（児童指導員）

しらと
りの自慢の職員しらと
りの自慢の職員

岸　利宗さん
（非常勤職員）

泉 苑の自慢の職員泉 苑の自慢の職員
木村　友喜子さん

（包括支援センター非常勤職員）

あさひの自慢の職員あさひの自慢の職員
奈尾　友紀子さん
（介護職員）

岩本町
ほほえみプラザの自慢の職員岩本町
ほほえみプラザの自慢の職員

西島　明子さん
（交流ひろばスタッフ）

たっちの自慢の職員たっちの自慢の職員

5 445 45 44
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しらとり
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も
う
す
ぐ
４
月
。
街
中
に
ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
が
あ
ふ

れ
る
季
節
で
す
。
多
摩
同
胞
会
に
も
ピ
カ
ピ
カ
輝
い
て
い

る
ご
利
用
者
や
職
員
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ピ
カ
ピ
カ
の
○
○

６7

　

各
部
署
や
担
当
者
と
の
情
報
共
有
に
よ
り
、
利
用
者
お

ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
状
況
確
認
を
し
て
、
毎
日
当
た
り
前
の

こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
行
う
の
が
入
浴
担
当
の
仕
事
で
す
。

　

時
に
は
援
助
中
に
ご
利
用
者
か
ら
叩
か
れ
た
り
、
唾
を

掛
け
ら
れ
た
り
、
お
湯
を
掛
け
ら
れ
る
な
ど
嫌
な
時
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、

　
「
入
り
た
く
な
か
っ
た
け
ど
・
・
・
入
っ
て
良
か
っ
た
」

　
「
あ
り
が
と
う
」

　
「
気
持
ち
良
か
っ
た
」

　

な
ど
な
ど
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
す
。
嫌
な
事
も

「
ゆ
」
に
流
し
て
身
も
心
も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
て
い
た
だ

く
の
が
私
た
ち
の
や
り
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
共
通

の
話
題
で
会
話
が
弾
む
事
も
。
知
ら
ず
知
ら
ず
に
話
術
も

磨
か
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
湯
上
り
の
一
言
「
あ
ー
、

極
楽
極
楽
」
は
最
高
の
言
葉
で
す
。

　

若
い
職
員
も
、
介
護
ス
キ
ル
の
原
石
を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨

い
て
援
助
出
来
る
様
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

入
浴
担
当
介
護
員　

中
村　

長
弘

　

今
年
度
、
あ
さ
ひ
苑
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
新
た
な
職

員
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
ま
だ
20
代
の
や
る
気
に
満
ち

溢
れ
た
若
者
Ｋ
君
で
す
。
彼
は
初
め
て
経
験
す
る
介
護
の

仕
事
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
な
か
ご
利
用
者
の
皆
さ
ま
と
そ
し
て
職
員
と
一
緒
に

時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

あ
さ
ひ
苑
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
季
節
に
応
じ
た
飾
り
の
作
成
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
笑
顔
で
行
わ
れ
て
い
く
中
、
Ｋ
君
は
緊

張
で
な
か
な
か
明
る
く
皆
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
し
ず
つ
業
務

を
覚
え
、
ま
た
ご
利
用
者
と
た
く
さ
ん
会
話
し
て
い
く
中

で
、
自
信
が
つ
き
笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
で
は
ご
利
用
者
の
輪
の
中
、
1
人
で
活
動
の
場
を
楽

し
く
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
若
さ
溢
れ
る
ピ
カ
ピ
カ
の
笑

顔
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
活
動
を
明
る
く
照
ら
し
て
い

ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）　

櫻
井　

拓
磨

　

し
ら
と
り
の
施
設
内
保
育
室
に
て
、
つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
可
愛
い
姿

を
み
せ
て
く
れ
て
い
た
S
ち
ゃ
ん
。
ち
ょ
っ
と
見
な
い
う
ち
に
伝
い
歩
き
を
始
め
て
お
り
、

あ
ち
こ
ち
好
奇
心
旺
盛
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
。
子
ど
も
の
成
長
は
本
当
に
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
う
、
う
し
ろ
姿
も
立
派
で
す
。
そ
ん
な
彼
に
、
お
母
さ
ん
が
用

意
し
て
く
れ
た
の
は
フ
ワ
フ
ワ
の
可
愛
い
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
で
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
初
め
て
履
く
靴

の
こ
と
で
す
。
記
念
と
し
て
、
そ
の
子
が
成
長
し
た
後
も
大
事
に
取
っ
て
お
く
家
庭
も
多

い
み
た
い
で
す
。
欧
米
で
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
は
幸
せ
の
象
徴
と
さ
れ
て
お
り
、

玄
関
に
飾
っ
て
お
く
と
そ
の
家
庭
は
幸
せ
に
な
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

今
は
ま
だ
、
外
遊
び
の
際
の
防
寒
的
な
役
割
が
大
き
い
S
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
桜
が
咲
く

こ
ろ
に
は
ト
コ
ト
コ
上
手
に
一
人
で
歩
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
で
歩
く
こ
と
で
、

好
き
な
時
に
好
き
な
場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
に
と
っ

て
ど
ん
な
に
世
界
が
広
く
感
じ
ら

れ
る
こ
と
か
。
そ
う
考
え
る
と
、

靴
が
汚
れ
る
の
も
成
長
の
一
つ
だ

と
喜
び
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
子
さ
ん
の
成
長
を
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
見
守
っ
て
い
け
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

支
援
員
（
社
会
福
祉
士
）　

吉
川　

泰
葉

　

普
段
、
皆
さ
ん
は
車
い
す
の
掃
除
は
ど
う
し
て
い
ま
す

か
？
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
施
設
も
あ
れ

ば
、
職
員
が
掃
除
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
車

い
す
を
使
用
し
て
い
る
と
、
食
べ
こ
ぼ
し
や
埃
が
必
然
的
に

溜
ま
っ
て
き
て
生
活
環
境
と
し
て
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

連
雀
で
は
こ
れ
ま
で
お
願
い
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
に
来
て
も
ら
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

職
員
が
定
期
的
に
掃
除
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
度

経
験
す
る
と
、
車
い
す
の
折
り
た
た
み
方
や
構
造
の
仕
組

み
、
色
々
な
種
類
の
車
い
す
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

業
務
中
で
も
少
し
時
間
が
空
い
た
ら
埃
を
拭
き
取
る
だ

け
で
も
汚
れ
具
合
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
実
践

し
て
み
て
下
さ
い
。
今
度
は
劣
化
し
て
き
た
タ
イ
ヤ
の
交

換
方
法
を
先
輩
に
教
わ
り
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）　

伊
藤　

裕
太

　

厨
房
に
は
大
き
な
機
械
や
器
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
や
っ
と
新
し

い
も
の
に 

取
り
換
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
飯
台
で
す
。
緑
苑
の
開
設
当

時
に
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
大
き
な
飯
台
で
は
、
長
い
こ
と
行
事
食
で
登
場
し
寿
司
飯
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
直
径
72
セ
ン
チ
、
６
升
（
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
ご
は
ん
が
入
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
製
の
飯
台
は
、
毎
日
使
う
も
の
で
も
な
い
の
で
乾
燥
が
進
み
、
大
き
な
隙

間
が
出
来
て
し
ま
い
寿
司
酢
が
ぼ
た
ぼ
た
と
流
れ
落
ち
る
始
末
・
・
・
。

　

新
し
い
も
の
を
買
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
展
示
会
で
良
い
も
の

を
発
見
し
ま
し
た
。
な
ん
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
抗
菌
の
飯
台
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
木

製
と
は
違
い
タ
ガ
が
外
れ
る
こ
と
も
な
い
一

体
型
な
の
で
、
と
て
も
扱
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
た
だ
本
来
で
あ
れ
ば
、
調
湿
効
果
の

あ
る
木
製
の
飯
台
の
方
が
美
味
し
く
保
た
れ

る
の
で
、
ご
家
庭
で
使
う
も
の
な
ら
木
製
の

方
が
お
勧
め
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
飯
台
で
、
美
味
し
い
寿

司
飯
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
の
行
事
食
の
時
の
昼
食
会
（
在
宅
の
方

が
毎
日
昼
食
を
召
し
あ
が
り
に
来
ら
れ
ま
す
）

は
、
ち
ら
し
寿
司
の
こ
と
が
多
い
の
で
、
緑

苑
の
昼
食
会
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

食
事
係
（
栄
養
士
）　

粟
沢　

敏
子

お
風
呂
で

　
ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ
の

介
護
１
年
生
！！

ピ
カ
ピ
カ
の

　
　
　
車
い
す

ピ
カ
ピ
カ
の
飯
台

ぴ
か
ぴ
か
の
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ

～
歩
く
練
習
始
め
ま
し
た
～
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た
っ
ち
は
開
館
か
ら
約
15
年
が
経
ち
、
利
用
登
録
者
数

は
つ
い
に
延
べ
9
万
7
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
毎
日
た
く

さ
ん
の
出
会
い
が
あ
る
一
方
で
、
交
流
ひ
ろ
ば
や
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
保
育
室
は
対
象
が
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
春
は
お
別
れ
も
多
い
季
節
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ピ
カ
ピ
カ
に
出
会
え
る
た
っ
ち
。
石
鹸
で

洗
っ
て
手
を
『
ピ
カ
ピ
カ
』
に
し
た
り
、
持
参
し
た
昼
食

を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
お
弁
当
箱
を
『
ピ
カ
ピ
カ
』
に
し
た

り
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
お
も
ち
ゃ
を
片
づ
け
て
お
部
屋

を
『
ピ
カ
ピ
カ
』
に
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
買
っ
て

も
ら
っ
た
ん
だ
!!
」
と
『
ピ
カ
ピ
カ
』
の
靴
や
自
慢
の
持

ち
物
を
見
せ
て
く
れ
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、

た
っ
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
は
み
ん
な
の
ピ
カ
ピ
カ
の
笑

顔
で
す
。

　

こ
の
春
か
ら
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小
学
校
な
ど
新
し
い

環
境
に
飛
び
込
む
お
子
さ
ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
み

ん
な
の
そ
の
「
ピ
カ

ピ
カ
」
が
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
輝
く
こ

と
を
職
員
一
同
願

っ
て
い
ま
す
！

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育

　
（
保
育
士
）

長
谷
川　

朝
生

　

も
う
す
ぐ
新
年
度
。
新
生
活
、
新
社
会
人
、
新
一
年
生

…
と
様
々
な
“
新
”
が
始
ま
る
中
、
き
ず
な
で
も
ワ
ク
ワ

ク
と
な
に
や
ら
心
待
ち
に
し
て
い
る
姿
が
。
そ
れ
は
・
・
・

保
育
室
の
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
♪

　

保
育
児
さ
ん
た
ち
は
地
域
の
保
育
園
に
空
き
が
出
て
入

園
で
き
る
ま
で
の
間
、
毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
に
き
ず
な
の

保
育
室
で
過
ご
し
ま
す
。

　

写
真
は
入
園
が
決
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
入
園
カ
ー
ド
に
は

手
形
と
、
表
に
は
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
の
写
真
が
貼
っ
て
あ
り

ま
す
。

　

地
域
の
保
育
園
で
た
く
さ
ん
刺
激
を
受
け
、
様
々
な
こ

と
を
吸
収
し
、
も
っ
と
も
っ
と
成
長
し
て
い
く
姿
を
楽
し

み
に
送
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
に
負
け
ず
に
頑
張
れ
！
ピ
カ
ピ
カ
の
新
入

園
児
た
ち
！！

保
育
担
当

（
保
育
士
）

長
谷
川　

美
沙

　

4
月
か
ら
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
が
新
し
く
な
り
ま
す
！

　

今
ま
で
は
紙
タ
イ
プ
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
タ
イ
ム
レ
コ

ー
ダ
ー
で
打
刻
す
る
も
の
で
し
た
が
、
新
し
い
タ
イ
ム
レ

コ
ー
ダ
ー
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
を
記
録
す
る
タ
イ

プ
の
も
の
に
替
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
職
員
証
も
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
に
替
わ
り
ま
す
。
職
員
証
の
準
備
や
勤
務
管
理
担
当
者
、

一
般
職
員
へ
の
説
明
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
り
と
、
4
月
の

本
稼
働
へ
向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
今
頃
は
新
し
い
記
録
シ
ス
テ
ム
と
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の

導
入
に
向
け
て
の
準
備
を
し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
新
し

い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
単
な
る
入
れ
替
え
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
職
員
の
勤
務
管
理
や
業
務
の
見
直
し
、
負
担
軽

減
の
役
割
も
あ
り
期
待
が
高
ま
り
ま
す
！！

　

事
務
員

（
社
会
福
祉
士
）

井
坪　

香
織

　

今
ま
で
使
っ
て
い
た
足
置
き
台
が
古
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
為
、
ご
利
用
者
の
Ａ
さ
ん
と
足
置
き
台
を
作
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
箱
を
用
意
し
ま
し
た
が
、
花
や
山
な
ど
の
風

景
の
紙
で
飾
り
付
け
し
よ
う
と
、
お
好
き
な
物
を
選
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
紫
色
の
花
が
綺
麗
で
い
い
わ
ね
」

　
「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
い
う
外
国
で
咲
い
て
い
る
花
ら
し
い

で
す
よ
」

　
「
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
花
だ
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ

り
日
本
の
花
じ
ゃ
な
い
の
ね
」

　
「
さ
す
が
に
お
花
の
こ
と
も
詳
し
い
で
す
ね
。」

　

完
成
し
た
後
、
Ｂ
さ
ん
か
ら
「
綺
麗
な
物
が
で
き
た
わ

ね
」
と
お
褒
め
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
足
置
き
台
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
介
護
員
（
介
護
福
祉
士
）

　

竹
川　

邦
彦

　

か
が
や
き
プ
ラ
ザ
相
談
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は
、
九
段
下

の
駅
を
お
り
て
九
段
会
館
の
す
ぐ
南
側
に
あ
り
ま
す
。
建

物
の
裏
手
に
は
「
牛
ヶ
淵
」
と
呼
ば
れ
る
お
堀
が
あ
り
、

牛
ヶ
淵
ご
し
に
日
本
武
道
館
が
よ
く
見
え
ま
す
。

　

日
本
武
道
館
は
、
１
９
６
４
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔

道
の
会
場
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
の
前
月
の
昭
和

39
年
９
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
日
本
武
道

館
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
て
柔
道
と
空
手
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
柔
道
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
昨
年
春
ご
ろ
よ
り
武
道
館
の
屋
根
の
上
に

あ
る
「
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
し
）」
が
改
装
工
事
の
た
め
に
幕
で

覆
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
よ
う
や
く
改
装
工
事
が
終
わ

り
、
屋
根
の
上
に
ピ
カ
ピ
カ
光
る
「
大
き
な
玉
ね
ぎ
」
が

姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

か
が
や
き
プ
ラ
ザ

裏
手
の
牛
ヶ
淵
沿
い

の
テ
ラ
ス
か
ら
は
ピ

カ
ピ
カ
の
「
擬
宝
珠

（
ぎ
ぼ
し
）」
が
よ
く

見
え
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
か
が
や
き
プ
ラ

ザ
相
談
セ
ン
タ
ー
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

相
談
員

　
（
社
会
福
祉
士
）　

内
田　

亮
輔

　

府
中
市
の
北
東
に
あ
る
「
府
中
市
高
齢
者
住
宅
う
ら
ら

多
磨
」
は
、
都
立
野
川
公
園
と
武
蔵
野
公
園
に
隣
接
し
た

2
階
建
て
の
住
宅
で
１３
部
屋
あ
り
ま
す
。
春
は
桜
、
秋
は

紅
葉
と
季
節
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
住
ま
い
で
す
。

　

令
和
2
年
に
な
り
、
新
し
い
方
が
入
居
さ
れ
る
た
め
お

部
屋
を
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。
現
在
住

ま
わ
れ
て
い
る
方
た
ち
も
、
新
し
い
部
屋
を
見
学
に
来
ら

れ
た
時
は
不
安
が
大
き
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
引
越
し
で
生
活
環
境
も
大
き
く

変
わ
り
戸
惑
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
「
住
め
ば
都
」。
皆

さ
ん
こ
こ
で
の
生
活
に
も
す
っ
か
り
慣
れ
、
住
宅
設
立
当

初
の
平
成
23
年
か
ら
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

新
し
い
方
も
早
く
う
ら
ら
多
磨
で
の
生
活
に
慣
れ
て
い
た

だ
き
末
永
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
福
祉
士
）

　

桑
野　

芳
枝

ピ
カ
ピ
カ
の

新
入
園
児
！！

ピ
カ
ピ
カ
の

お
部
屋
で

ピ
カ
ピ
カ
の職

員
証

ピ
カ
ピ
カ
の
…

ピ
カ
ピ
カ
の

足
置
き
台

ピ
カ
ピ
カ
の
大
き
な

玉
ね
ぎ
の
下
で



　

気
分
が
イ
マ
イ
チ
…
な
日
は
な

に
か
新
し
い
も
の
を
身
に
着
け
る

と
決
め
て
い
ま
す
。自
然
と
気
持
ち

も
ピ
カ
ピ
カ
し
て
き
ま
す
。

（
た
っ
ち　

長
谷
川
朝
生
）

　

整
理
整
頓
が
苦
手
で
す
。今
年

こ
そ
は
思
い
切
っ
て
断
捨
離
を
実

行
！
し
て
ピ
カ
ピ
カ
な
我
が
家
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り　

吉
田
智
咲
）

　

電
動
自
転
車
で
通
勤
し
て
も
う

す
ぐ
4
年
目
に
入
り
ま
す
。日
頃
の

手
入
れ
を
し
っ
か
り
と
し
て
ま
だ

ま
だ
ピ
カ
ピ
カ
に
使
い
た
い
と
思

い
ま
す
。（
き
ず
な　

髙
橋
風
子
）

　

免
許
を
取
っ
て
か
ら
早
幾
年
…

初
め
て
新
車
を
買
い
ま
し
た
。

（
泉
苑　

石
川
愛
）

　

よ
う
や
く
、ス
マ
ー
ト
ホ
ン
デ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。ピ
カ
ピ
カ
の
1
年

生
で
、毎
日
操
作
に
葛
藤
し
て
い
ま

す
。�

（
泉
苑　

南
佳
代
）

　

最
近
通
信
販
売
で「
電
動
掃
除
ブ

ラ
シ
」を
購
入
し
ま
し
た
。ピ
カ
ピ

カ
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、キ
ッ

チ
ン
や
浴
室
掃
除
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。�

（
あ
さ
ひ
苑　

高
野
幸
枝
） 　

長
女
が
4
月
か
ら
中
学
生
に
…

ピ
カ
ピ
カ
の
制
服
姿
を
見
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

田
中
愛
）

　

冬
の
雪
に
備
え
ス
ッ
タ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
の
セ

ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。ア
ル
ミ
が

ピ
カ
ピ
カ
に
光
っ
て
い
ま
す
。

（
緑
苑　

平
岡
貴
弘
）

　

1
年
前
新
車
で
買
っ
た
車
が
も

ら
い
事
故
に
よ
り
、事
故
車
に
…
。

ま
た
新
車
を
買
い
ま
し
た
！

（
か
ん
だ
連
雀　

伊
藤
裕
太
）

　

最
近
新
し
い
靴
を
購
入
し
ま
し

た
。お
ろ
し
た
て
の
ピ
カ
ピ
カ
の
靴

で
の
外
出
は
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

（
岩
本　

松
本
幸
二
郎
）

　

新
し
く
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
バ
ー
セ
ッ
ト

を
購
入
し
ま
し
た
。休
み
の
日
は
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。�（
事
務
局　

井
坪
香
織
）

　

感
染
症
対
策
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
家
庭
内
の
各
所
を
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
し
て
い
ま
す
。ピ
カ
ピ
カ
ツ
ル
ツ

ル
で
気
持
ち
が
よ
い
の
で
、収
束
後

も
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ナ
ノ
イ
オ

ン
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

半
信
半
疑
で
使
っ
て
み
る
と
思
い
の

ほ
か
お
肌
も
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
す
。

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

私
の
ピ
カ
ピ
カ
は
こ
れ
！！

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ

ミ
ニ

　

去
る
２
０
２
０
年
2
月
5
日
（
水
）
緑

苑
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
第
5
回
家

族
支
援
情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

「
８
０
５
０
問
題
（
高
齢
80
代
の
親
と
支

援
の
必
要
な
50
代
の
子
）」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
前
回
か
ら
引
き
続
き
、
閉
じ
こ
も

り
の
子
供
を
持
つ
家
族
へ
の
支
援
方
法
を

学
ぶ
た
め
に
、
府
中
市
か
ら
「
引
き
こ
も

り
支
援
」
の
相
談
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
の
森
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
家
族
イ
メ

ー
ジ
法
）
と
い
う
技
法
も
含
め
た
新
し
い

相
談
支
援
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
法
人
職

員
・
民
生
委
員
さ
ん
や
様
々
な
領
域
の
50

人
あ
ま
り
の
参
加
で
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
家
の
問
題
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ

と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
？
」
と
い
う
参
加
者

の
声
に
表
さ
れ
る
と
お
り
、
ひ
き
こ
も
り
、

閉
じ
こ
も
り
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る

方
へ
の
支
援
は
、
親
世
代
や
そ
の
親
世
代

か
ら
引
き
続
き
抱
え
て
い
る
家
族
の
課
題

は
、
多
く
の
糸
が
絡
ま
っ
て
い
る
よ
う
な

状
態
を
一
本
一
本
紐
解
き
な
が
ら
、
ま
さ

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

や
は
り
「
家
族
支
援
」
と
は
「
生
活
を
支

え
る
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

あ
さ
ひ
苑　

地
域
支
援
統
括
責
任
者

清
野　

哲
男

青
木
晃
子　

青
野
ま
り　

赤
井
あ
け
み　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好

子　

秋
元
優
子　

浅
見
ス
ジ
子　

東
聖　

阿
部
才
千
代　

荒
井
迪

子　

有
本
陽
子　

行
本
賢
次　

石
井
宏　

石
川
寿
男　

石
坂
ト
メ

ヨ　

泉
和
雄　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

市
川
ヨ
シ
子　

井
出

睦
子　

井
上
智
美　

今
喜
夛
ト
シ
ヱ　

今
橋
博
子　

岩
井
建　

上

田
美
紀
子　

上
野
時
子　

植
松
八
千
代　

魚
川
桂
子　

内
田
育
子

　

内
保
三
重
子　

内
堀
美
喜　

梅
原
薫　

梅
原
光
洋　

卜
部
和
子

　

上
床
晃
代　

江
畑
順
子　

海
老
澤
信
子　

遠
藤
伊
代　

遠
藤
淳

子　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
川
久
美
子　

大
倉
弘
子　

大

島
庸
子　

太
田
久
美
子　

大
坪
イ
ネ
子　

大
野
文
子　

大
橋
一
男

　

大
橋
典
子　

大
場
正
子　

大
原
捷
子　

大
村
隆　

大
屋
康
夫　

大
類
浩
平　

岡
田
基
子　

岡
智
恵　

岡
部
早
苗　

岡
本
麻
江　

小

川
健
治　

荻
野
真
理
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

オ
コ
サ
の

会　

尾
崎
節
子　

尾
崎
紘
之　

尾
崎
佐
和
子　

小
澤
美
香　

音
楽

園　

お
は
な
し
夢
く
ら
ぶ　

小
柳
亜
樹
子　

折
田
浩
一　

カ
ー
レ

ッ
ト　

海
江
田
紀
久
子　

鹿
島
キ
チ　

鹿
島
千
重
子　

絈
野
美
千

代　

加
藤
栄
子　

加
藤
廣
治　

加
藤
静　

加
藤
規
子　

加
藤
芙
美

子　

加
藤
洋
子　

金
指
真
美　

金
子
武
仁　

神
山
し
げ
子　

亀
岡

紀
知
信　

川
崎
雅
人　

河
野
ひ
ろ
み　

菊
池
和
彦　

菊
地
裕
子　

き
ず
な
の
手
・
江
戸
川　

ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
歌
の
会　

北
島
美

恵
子　

木
谷
教
子　

木
村
朝
江　

木
森
哲　

日
下
部
次
雄　

具
嶋

郁
子　

國
定
毅　

久
保
田
摩
耶
子　

久
保
紀
子　

隈
元
与
志
恵　

蔵
内
睦
子　

栗
原
宏
子　

黒
川
澄
子　

黒
川
ト
ヨ
子　

桑
田
智　

桒
田
勝　

桑
田
勇
二　

傾
聴
の
会
エ
ー
ル
岩
松　

弦
間
ま
さ　

小

池
和
子　

小
池
昌
子　

小
石
暁
子　

小
出
晨
一　

小
出
由
美
子　

河
内
智
明　

黄
美
華　

石
澤
圭
子　

小
久
保
桂
子　

越
野
恵
子　

児
島
章
子　

小
島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ
し
江　

後
藤

祐
輝　

小
林
幸
代　

小
林
幸
代　

小
林
照
子　

小
林
真
弓　

小
林

道
子　

小
林
わ
か
子　

駒
ヶ
嶺
秦
秀　

五
味
淑
子　

是
永
美
代
子

　

今
野
幸
子　

斎
藤
千
枝
子　

酒
井
和
子　

坂
本
越
子　

佐
久
間

桂
子　

桜
井
功　

佐
々
木
英
子　

佐
藤
イ
ソ　

佐
藤
公
子　

佐
藤

直
美　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
秀
和　

佐
野
田
鶴
子　

佐
山
香
織　

椎
名
君
代　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子　

設
楽
文
子

　

島
津
た
か
子　

志
水
清
隆　

清
水
文
枝　

清
水
光
子　

下
江
美

鈴　

下
染
屋
囃
子　

下
宏
子　

写
童　

進
藤
登
美
子　

新
村
信
子

　

杉
本
節
子　

鈴
木
暉
子　

鈴
木
俊
子　

鈴
木
瞳　

鈴
木
由
美　

鈴
木
好
枝　

鈴
木
好
子　

瀬
戸
貞
子　

髙
倉
祥
子　

高
橋
恭
子　

髙
橋
ヤ
ヨ
イ　

滝
沢
美
代
子　

滝
沢
冷
子　

多
喜
田
操
子　

竹
内

由
美
子　

田
島
み
よ　

田
代
孝　

田
中
玉
江　

田
中
成
芳　

田
中

典
子　

谷
敦
子　

谷
内
彦
次
郎　

田
部
美
智
子　

田
村
知
江
子　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
芳
子　

土
屋
と
き
枝　

堤
明　

寺
町
律
子　

戸
井
田
忠　

東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会　

童
謡
唱

歌
の
会　

戸
島
正
子　

栃
谷
さ
き　

外
崎
芳
恵　

内
藤
十
一　

中

井
啓
子　

永
井
文
子　

中
垣
春
代　

長
澤
道
子　

長
島
広
美　

中

田
夏
枝　

中
野
渡
と
み
子　

中
村
孝
子　

中
村
千
代
子　

中
村
夏

美　

中
村
美
佐
江　

中
村
ミ
ヨ　

中
村
恭
俊　

中
山
伊
久
子　

中

山
寿
美　

成
田
由
美
子　

西
村
珠
美　

二
宮
澄
子　

２
中
吹
奏
楽

　

根
釜
洋
子　

根
岸
路
子　

野
坂
昭
弘　

能
登
す
み
子　

萩
原
奈

美　

橋
場
昭　

橋
本
弘　

長
谷
川
和
子　

長
谷
川
志
津
子　

畑
澤

次
夫　

早
矢
仕
房
男　

原
田
康
子　

原
俊
江　

樋
口
よ
し
子　

久

島
な
る
子　

日
髙
千
敦
子　

平
泉
順
子　

平
岡
美
津
子　

平
松
ふ

じ
子　

広
木
き
く
江　

深
堀
紀
美
子　

福
田
佐
代
子　

藤
倉
和
江

　

藤
田
京
子　

藤
田
マ
サ　

船
岡
栄
子　

舟
見
三
佐
子　

古
川
慈

弥　

古
園
絢
子　

保
坂
良
子　

星
野
若
佐　

細
木
南
美　

堀
江
深

雪　

本
多
利
恵　

孫
田
一
昭　

政
所
優
季　

町
田
知
行　

松
岡

七
七
子　

松
下
朗　

松
下　

健　

松
田
恵
子　

松
実
宏
枝　

丸
田

の
ぶ
子　

三
坂
和
子　

三
輪
孝
子　

宮
崎
清
子　

村
井
福
子　

村

岡
栄
美
子　

茂
木
賛　

本
野
幸
子　

百
瀬
洋
子　

守
屋
貴
美
子　

森
脇
敦
子　

八
重
の
会　

矢
崎
英
子　

栁
澤
梅
子　

山
崎
キ
ヌ
子

　

山
田
一
丸　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山
野
栄
治　

山
本

恵
美
子　

山
本
峯
子　

山
森
貞
枝　

鑓
溝
千
寿
子　

横
尾
美
知
子

　

横
山
年
子　

横
山
真
智
子　

吉
岡
秋
夫　

芳
須
金
治　

吉
竹
佐

紀　

吉
田
ヒ
サ
子　

吉
田
陸
子　

吉
本
栄
子　

米
山
秀
子　

ル
ア

ナ
レ
ッ
ス
ン　

る
り
ま
つ
り
の
会　

朗
読
赤
十
字
奉
仕
団　

脇
山

令
子　

渡
辺　

勇　

渡
辺
一
恵　

渡
邊
恵
子　

渡
邉
弘
子　

渡
辺

浩
美　

渡
邉
房
子　

渡
辺
守

（
２
０
１
９
年
12
月
～
２
０
２
０
年
２
月
）

浅
場
ゆ
か
り　

石
井
宏　

大
沢
良
三　

岡
田
敏
子　

株
式
会
社
協

和
協
和
ふ
わ
り
ぃ
基
金　

劇
団
飛
行
船　

酒
井
輝
男　

J
X
T
G

株
式
会
社　

社
会
福
祉
法
人
千
代
田
区
社
会
福
祉
協
議
会

山
本
健
司　

株
式
会
社
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ　

浄
土
宗
東
京
教
区
青
年
会

田
口
智
恵
子　

中
澤
永
二（

２
０
１
９
年
12
月
～
２
０
２
０
年
２
月
）

介護に関するご相談は無料ダイヤルで！

季刊しんあい113 号

10

法人ウェブサイトは
こちら

Facebook 更新中 採用情報サイトは
こちら

・泉苑　　　老後支援 24 時 間

・あさひ苑　福祉にっこり24時間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
・
御
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）


